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あらまし これは， スタイルファイルを利用し， で
フォーマットした の論文サンプルです．

論文本文が和文の場合，和文・英文のいずれかでアブストラクトを書
いて下さい．両方併記することもできます．英文アブストラクトを書
く場合は 環境
を使って下さい．
本文が英文の場合は， コマ
ンドを利用して下さい．また，和文タイトル・和文著者名・和文ア
ブストラクトを併記する必要はありません．

ワークショップの目的
情報技術の普及がソフトウェアの適用範囲をますます広げていく今，ソフトウェ

アを社会基盤となる知的資産として活用するため，ソフトウェア工学はさらに格段
の進歩をとげなければなりません． はこの挑戦に向けてさまざまな基礎技術
を確立することをめざし，研究者・技術者の議論の場を提供するものです．

ワークショップ開催概要
は以下の要領で開催する予定です

日程 年 月 日 木 日 土
場所 松江しんじ湖温泉 松江ニューアーバンホテル

〒 島根県松江市西茶町

主催 日本ソフトウェア科学会 ソフトウェア工学の基礎研究会
共催
協賛 情報処理学会 ソフトウェア工学研究会，

電子情報通信学会 ソフトウェアサイエンス研究会，
電子情報通信学会 知能ソフトウェア工学研究会

書式に関して
ヘッダとフッタ

カバーページを除く奇数ページのヘッダには，英語論文タイトルが来ます．英語タ
イトルが長すぎたり，任意の位置で改行したい場合には
を利用して下さい．偶数ページのヘッダには「 」が来ます．フッタは空
となるように設定してください．
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表と図
表の例を表 に，図の例を図 に示します．

表 表の例

ソフトウェア工学の基礎 青木 利晃，豊島 真澄 編
ソフトウェア工学の基礎 阿萬 裕久，横川 智教 編
ソフトウェア工学の基礎 吉田 敦，福安 直樹 編
ソフトウェア工学の基礎 伊藤 恵，神谷 年洋 編
ソフトウェア工学の基礎 森崎 修司，大平 雅雄 編
ソフトウェア工学の基礎 石尾 隆，天嵜 聡介 編
ソフトウェア工学の基礎 名倉 正剛，関澤 俊弦 編

図 図の例 のロゴを使わせてもらっております
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